
冷鉄源溶解炉による廃タイヤリサイクル冷鉄源溶解炉による廃タイヤリサイクル

【主な投入原
料】
○市中発生屑
（廃ｽﾁｰﾙ缶）
○社内発生屑
○銑鉄
○微粉炭
○廃タイヤ

【冷鉄源溶解法】

①原料の自由度大

②熱源の多様性

③副生ガスの有効利用

④不純物のｽﾗｸﾞ・ﾀﾞｽﾄへの分離機能

【【タイヤの組成タイヤの組成】】
ゴムゴム 5151％％
カーボンカーボン 3030％％
亜鉛、加硫等亜鉛、加硫等66％％
スチール・ワイヤースチール・ワイヤー 1313％％

廃タイヤは５６ｗｔ％がガス、１３ｗｔ％が鉄鋼製品、
３１ｗｔ％が炭化物としてリサイクルされる。

６万ｔ/年利用
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